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世 帯 数 	14,058 

（昭和52年4 月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,281人 

女 	26,974人 

市 の 人 口 

52,255人 

、
 

』
 

市
立
小
学
校

（
十
八
校
）
の

入
学
式
は
、
さ
る
四
月
七
日
い

っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
、
新
学
童

の
誕
生
を
祝
い
あ
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
小
学
校

I
写
真
廿

で
は
、
講
堂
で
式
の
あ
と
、
さ

っ
そ
く
教
室
に
入
り
、
担
任
の

先
生
か
ら
、
忘
れ
物
は
し
な
い
、
 

車
に
気
を

つ
け
よ
う
、
な
ど
の

注
意
を
受
け
、
元
気
に
返
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
 

さ
あ
わ
た
ろ
う
 
右
手
は
た

か
く
 
青
信
号
 



家
庭
の
水
道
を
給
水
装
置
と

い
い
ま
す
。
分
水
せ
ん

・
給
水

管
・
止
水
せ
ん

・
水
道
メ
ー
タ
 

ー
‘
給
水
せ
ん

（
じ
ゃ
ロ
）
 

・A
 

な
ど
を
ひ
っ
く
る
め
て
 
「給

水
装
置
」
 
と
い
いま
す
。
 

団
地
や
ァ
パ
ー
ト
、
ビ
ル

な
ど
の
場
合
は
、
分
水
せ
ん

か
ら
受
水
槽

（
受
水
タ
ン
ク
 

）
の
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ

（水
を

自
動
的
に
出
し
た
り
止
め
た

り
す
る
装
置
）
ま
で
が
給
水

装
置
で
す
。
 

給
水
装
置
は
水
道
利
用
者

個
人
の
所
有
物
で

す
。
こ
の

装
置
の
新
設
・
改
造
・
修
理

の
費
用
は
所
有
者
の
負

担
に
な

り
ま
す
。
 
（
公道
に
埋
め
た
配

水
管
ま
で
は
市
の
所
有
物
で
す
）
 

た
だ
し
、
公
道
部
分
の
分
水

せ
ん
お
よ
び
給
水
管
が
、
利
用

者
の
責
に
属
さ
な
い
車
の
通
行

増
等
に
よ
っ
て
故
障
し
た
と
き

は
、
市
の
事
業
費
用
で
修
理
し
 

ま
す
。
 

給
水
装
置
は
飲
み
水
を
通
す

装
置
で
す
か
ら
水
が
も
れ
た
り
、
 

よ
ご
れ
た
り
し
な
い
よ
う
い
つ

も
十
分
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
 

ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
は

受
水
槽

（受
水
タ
ン
ク
）
に
土

や
ほ
こ
り
な
ど
入
っ
て
よ
ご
れ

が
ち
で
す
。
こ
れ
は
飲
み
水
を
 

た
め
て
お
く
も
の
で
す
か
ら
、
 

定
期
的
に
点
検
ゃ
そ
う
じ
を

し
て
清
潔
に
保
つ
よ
う
に
し
 

ま
し
ょ

・フ
。
 

、
 

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
あ
ま

り
長
い
間
使
用
す
る
と
機
能

に
支
障
が
出
る
た
め
原
則
と

し
て
八
年
以
内
に
取
り
替
え

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
春
か
ら
計
画
に
し
た
が

っ
て
順
次
取
り
替
え
る
こ

と

に
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
水
 

道
メ
ー
タ
ー
の
位
置
変
更
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く

早
い
機
会
に
水
道
課
に
連
絡
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
位
置
変
更
分
の
費
用
は
利
用

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
）
 

（市
 
水
 
道
 
課
）
 

り
め
 

その 15 

家庭の水道のしく 

“意
思
の
疎

通
を
図
り
た
い

）
 

寺

田
市

長
、
初
登

庁
 

意
で
す
。
懸
案
の
事
業
は
数
多

い
が
、
市
政
運
営
の
基
本
と
し
 

実
績
を
市
民
、
 

職
員
各
界
の
協

力
で
い
っ
そ
う

伸
長
さ
せ
る
決
 

挙
げ
る
決
意
で
す
」
と
答
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

（写
真
廿
花
束
を
 

う
け
る
寺
田
市
長
）
 

て
は
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
対
話
を
深
め
職
員
相
互
、
 

ま
た
は
対
外

的
な
意
思
の

疎
通
を
は
か
り
た
い
。
こ

れ
を
着
実
に
積
み
重
ね
、
 

派
閥
意
識

の
な
い
公
正
な

市
政
実
現
に
努
力
す
る
」
 

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
職
員
を

代
表
し
、
加
藤
監
査
役
が
、
 

「市
長
の
新
施
策
に
対
応

し
、
職
員
一
同
、
全
力
を
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市
の
四
代
目
市
長
に
就
任
し

た
寺
田
秋
夫
市
長
は
、
さ
る
三

月
三
十
日
、
初
登
庁
し
、

職
員

に
今
後
の
市
政
の
あ
り
方
、

進

め
方
に
つ
い
て
訓
示
、
多
忙
な
 

ー
ーー

一
」
〈
“

、
＼

I
 

職員の出迎えをうける寺田市長 

“み
ど
り
の
窓
口
）
を開
設
 

庭
所
馴
七

月
か
ら

の
予

定
 

さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
 

て日赤社資増強運動八 
＝ーーあなたのご協力を―一 

( 第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

「
み
ん
な
の
 
健
康
J
 

F
教
室

」
を
開

設
L
 

▽
テ
ー
マ
 
「胃
カ
イ
ョ
ウ
と

十
二
指
腸
カ
イ
ョ
ウ
」
 

▽
と
き
 
四
月
二
十
八
日

（
 

木
）
午
後

一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

▽
主
催
 
北
五
医
師
会

・
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

市
民
の
み
な

ら
ず
西
北
地
域

住
民
の
念
願
で

あ
っ
た
、
国
鉄
 

“
み
ど
り
の
窓
 

五
十
二
年
度
の

日
赤
社
資
増
強
運

動
は
、
三
月
に
行

な
わ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
早
い
機
会

に
運
動
を
展
開
し
、
 

目
標
を
達
成
さ
れ

る
よ
う
ご
協
力
を

願
い
ま
す
。
 

◇
赤
十
字
と
は

社
会
は
政
治
、
 

経
済
だ
け
で
な
り

た
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
そ
の
 

な
か
に
温
か
い
人
間
愛
の
精
神

が
流
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

仕
合
わ

せ
な
世
の
な
か
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。
誰
の
胸
に
も
内

在
す
る
人
間
愛
の
精
神
か
ら
発

す
る
善
意
を
結
集
し
、
世
の
な

か
の
不
幸
な
人
々
を
助
け
、
社

会
を

い
っ
そ
住
み
よ
く
す
る
た

め
に
努
力
す
る
の
が
赤
十
字
の

使
命
で
す
。
 

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る

か
 災

害
の
救
護
、
血
液
事
業
の

推
進
、
赤
十
字
看
護
婦
の
養
成

を
は
じ
め
、
赤
十
字
奉
仕
団
や

青
少
年
赤
十
字
の
育
成
指
導
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救

急
法

・
水
上
安
全
法
・
家
庭
看

護
法
の
講
習
に
よ
る
安
全
と
健

康
を
守
る
た
め
の
知
識
と
技
術
 

の
普
及
、
指
導
を
行
な
う
ほ
か
、
 

青
森
県
支
部
は
、
八
戸
赤
十
字

病
院
、
し
体
不
自
由
児
療
育
施

設
「
は
ま
な
す
学
園
」
を
経
営

し
、
県
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
 

国
際
活
動
と
し
て
は
、
国
際
 

赤
十
字
の
要
請
に
基
く
、
新
興

国
赤
十
字
社
の
援
助
、
災
害
、
 

動
乱
な
ど
難
民
の
救
援
、
戦
時

の
救
護
と
家
族
の
安
否
調
査
等
、
 

数
々
の
事
業
を
行
な
っ
て
、
世

界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
の
た

め
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
o
叫

こ
の
日
午
前
九
時
‘
市
庁
舎

に
到
着
し
た
寺
田
市
長
は
、
職

員
の
拍
手
の
出
迎
え
で

四
階
の

市
長
室
へ
。
同
九
時
半
、
産
経
 

会
館
五
階
で
、
 

全
職
員
を
前
に

訓
示
し
、
女
子

職
員
か
ら
花
束

を
贈
ら
れ
た
あ
 

と
、
市
政
の
運

営
に
つ
い
て
、
 

「過
去
三
代
の

市
長
が
築
い
た
 

口
）
が
五
所
川
原
駅
さ
設
置
さ

れ
、
こ
と
し
七
月
一
日
か
ら
業

務
を
開
始
す
る
予
定
と
な
り
ま

し
た
。
 

こ
の
た
め
国
鉄
の
指
定
券
、
 

特
急
券
等
を
青
森
、
弘
前
へ
、
 

約
買
取
り
に
行
く
不
便
も
解
消

さ
れ
る
こ
と
に
な
、
 
今
ま
で

以
上
に
手
軽
に
旅
行
が
で
き
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

七
月
か
ら
大
い
に

こ
の
“
み
 

ど
り
の
窓
口
〉
を
利
用
し
て
下
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明るいまちに、2) 

る
こ
と
が
最
も
大
切
と
、
五
能

線
各
駅
の
ト
イ
レ
を
見
て
ま
わ

っ
た
と
い
う
人
が
来
て
、
藤
崎

駅
は

一
番
よ
く
管
理
さ
れ
て
い
 

私
達
が
旅
行
に
行
っ
て
駅
の
 

た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
 

便
所
が
よ
ご
れ
て
い
る
の
を
見
 

こ
れ
‘
は駅
の
人
の
清
掃
も
さ

る
と
、
と
た
ん
に
町
の
印
象
が
 

る
こ
と
な
が
ら
使
用
す
る
藤
崎

悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
 
町

民
の

マ
ナ
ー
が
よ
い
の
で
は
 

り
ま
す
。
 

な
い
か
と
思
う
。
 

毎
朝
駅
の
人
が
丁
寧
に
掃
除
 
わ
が

市
も
駅
の
ト
イ
レ
は
勿

し
て
も
紙
屑
や
ご
み
を
散
ら
か
 

論
、
北
斗
の
公
衆
便
所
仮
設
の

し
、
ト
イ
レ
を
汚
し
て
い
る
の
 
ト

イ
レ
の
使
い
方
、
清
掃
に
気

・

を
私
達
の
ま
ち
で
も
見
か
け
る
 
を

つ
け
、
し
つ
け
の
よ
い
明
る

こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
。
 

い
町
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
し
た

国
体
に
は
便
所
を
清
潔
に
す
 

い
も
の
で
す
。
 

電
話
の

移
転
は

お

早
め
に
 

上
塚

屋
の

新

築
に

も
ー
 

◇
 菊

ケ
丘
運
動
公
園
の

一
角
に

建
設
し
て
い
た
市
立
図
書
館
の

落
成
式
が
、
さ
る
三
月
二
十
五

日
、
関
係
者
七
十
人
が
出
席
し

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
開
館
は

六
月
頃
の
予
定
で
す
。
 

落
成
式
は
、
神
事
の
あ
と
、
 

佐
々
木
前
市
長
が
「

こ
の
よ
う

な
立
派
な
図
書
館
を
寄
贈
さ
れ

た
高
橋
昭
夫
氏
の
郷
土
愛
に
深

く
感
謝
し
ま
す
。
次
第
を
担
う

青
少
年
が
読
書
に
親
し
み
、
文
 

▽
と
き
 
四
月
二
十
日
（
水
 

）
ー
二
十
四
日
（
日
）
 

▽
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お

祭
り
広
場
」
 
（開
会
式
は
、
四

月
二
十
日
午
前
九
時
か
ら
お
ぎ
 

り
広
場
で
）
 

、
 

化
活
動
の
振
興
に
役
f
て
ら
れ

る
こ
と
を
喜
び
た
い
」
 
と
お礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
高
橋
氏
の
代

理
樋
代
則
男
経
理
部
長
が
 
「こ

の
施
設
が
、
教
育

・
文
化
の、
 

で
少
し
で
も
お
役
に
立
て
て
う

れ
し
い
。
こ
れ
か
、
も
郷
土
の

た
め
に
ご
奉
仕
を
続
け
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
図
書
館
は
、
総
工

費
約

一
億
五
千
万
円
、
鉄
筋
コ
 
 

行
事
内
容
 

▽
庭
園
樹
等

の
展
示
即
売
会

一
般
庭
園
樹
、
鉢
花
類
、
園

芸
用
品
 

▽
校
庭
樹
を
贈
呈
し
ま
す
 

市
内
小
‘
中
学
校
を
対
象
に
 

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、
総
面
 

積
約
千
九
十
六
平
方
冒
、
蔵
書
 

能
力
は
約
八
万
冊
あ
り
ま
十
「
〕
 

贈
呈
、
植
樹
指
導
も
行
な
い
ま

す
。
 
（ま
た
、
市
内
小
・
中
学

校
の
入
学
児
童
、
生
徒
に
入
学

記
念
樹
も
贈
り
ま
す
）
 

▽
苗
木
の
無
償
配
布
 

ク
ロ
マ
ツ
 

▽
鉢
物
の
植
替
え
と
芝
張
り

の
実
技
講
習
 
四
月
二
十
三
日
 

（土
）
午
後
一
時
か
ら
、
市
庁

舎
前
「
お
祭
り
広
場
」
で
。
 

な
お
、
会
期
中
は
、
 
一
般
市

民
を
対
象
に
会
場
内
に
「
花
と

緑
の
相
談
所
」
 
「花
と
緑
の
交

換
会
」
を
開
設
す
る
ほ
か
、
 
「
 

緑
の
羽
根
」
 
の
募
金も
行
な
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。
 

生
活
環
境
 

4
 

バ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 
ー
 

わ

4
 

住
み
ぱ
い
 

ん

H
 

環
境
づ
く
り
に
で
百
 

四
月
は
、
転
勤
の
多
い
月
で

す
。
そ
れ
と
と
も
に
引
越
し
も

増
え
ま
す
が
、
電
話
の
引
越
し

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
電

話
は
、

い
ま
全
国
ど
こ
へ
で
も

移
転
で
き
ま
す
が
荷
物
も
す
っ

か
り
片
づ
い
て
 
「さ
て
電
話
は
 

7
・」
 
では
、
ち
ょ

っ
と
遅
い
の

で
す
。
 

お
家
の
新
築
・
改
築
の
場
合

も
同
じ
で
す
。
局
で
は
あ
ら
か
 
 

じ
め
、
こ
う
し
た
ご
注
文
を
、
 

う
け
た
ま
わ
っ
て
工
事
日
を
予

約
し
た
う
え
、
そ
の
日
程
に
し

た
が
っ
て
工
事
を
す
す
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
突
然
の
ご
注
文

に
は
、
応
じ
か
ね
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
 

お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
、
 

、
五
所
川
原
電
報
電
話
局

ノ

／
 
電
話
四
ー
二
〇
〇
〇
、
 

密と鍛⑨回e号園目 
環境緑化まつりにどうぞ 

開

館
は

」ハ
月
頃

で
す
 

市
立
図
書

館
 
落
成
式
を

行
な
う
 

国
体
に
 

市
民
ぐ

る
み

の
 
総
参

加
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善

意
銀

行

の
預

託
 

ご

協
力
あ

り
が

と
う
 防火は市民ひとりひとりの手で 

防
ぐ

は
あ
な
た

）
 

火
災
シ

ー
ズ
ン
に
備
 

か
か
わ
ら
ず
、
市
民
ひ
と
n
熱
〕
 

と
り
が
防
火
に
対
す
％
関
心
を

高
め
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
 

「家
庭
の
防
火
」
 

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た

ば
こ
は
止
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
 

こあすなろ国体ぐの記念盃 

お申込みを受付ています 

“火
災
は

人
災
 

今
年
も
い
よ
い
よ

春
の
火
災

期
を
む
か
え
ま
し
た
が
、
春
季

火
災
予
防
運
動
が
、
四
月
十

一

日
（
火
）
か
ら
十
七
日
（
日
）
 

ま
で
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
に
 

昨
年
度
は
、
善
意
銀
行
に
預

託
を
い
た
だ
き
、
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
な
た
か
ら
預
託

さ
れ
た
金
品
は
、
災
害
や
火
災

の
見
舞
、
あ
る
い
は
生
活
困
窮

世
帯
、
ね
た
き
り
老
人
、
老
人

ホ
ー
ム
等
の
施
設
へ
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
 
 

炊
事
用
器
具
や

暖
房
器
具
は
正
 

・

え
よ
・
つ
 
 

し
く
使
う
こ
と
。
 

火
遊
び
は
止
め
、
お
互
い
注
意

し
合
い
た
い
も
の
で

す
。
 

「職
場
の
防
火
を
」
 

消
防
計
画
な
ど
、
防
火
の
た

め
の
計
画
を
よ
く
理
解
し
、
消

火
訓
練
、
避
難
、
誘
導
訓
練
を
 

い
ま
は
空
気
が
か
わ
き
、
山

火
事
の
い
ち
ば

ん
起
り
や
す
い

と
き
で
す
。
何
気
な
く
捨
て
た

た
ば
こ
、
マ
ッ
チ
の
火
が
大
火

を
招
き
ま
す
。
歩
き
な
が
ら
の

た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

▽
火
入
禁
示
期
間
 

四
月
十
五
目
i
五
月
三
十

一

日

（通
報
は
、
市
役
所
、
各
支

所
、
消
防
署
、
農
林
事
務
所
、
 

営
林
署
関
係
の
最
も
近
い
と
こ
 
 

実
施
し
、
火
気
の
使
用
場
所
は

整
理
、
整
頓
し
安
全
を
確
め
て

下
さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な

ど
の
危
険
物
は
安
全
に
管
理
し

て
下
さ
い
。
 

「危
険
物
施
設
の
管
理
を
」
 

危
険
物
施
設
の
安
全
点
検
の

実
施
と
、
保
安
教
育
の
徹
底
を

図
り
ま
し
ょ
う
。
 

ろ
へ
）
 

▽
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
 

野
山
に
捨
て
な
い
で
持
っ
て
帰

り
、
乾
燥
や
風
の
強
い
日
は
、
 

火
入
れ
を
止
め
て
下
さ
い
。
 

▽
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
 

市
町
村
長
の
許
可
を
と
る
こ
と
。
 

▽
野
山
で
は
、
た
き
火
は
せ

ず
、
た
だ
こ
は
川
や
危
険
で
な

い
と
こ
ろ
で
吸
い
ま
し
ょ
う
。
 

た
し
か
に
消
え
た
か
、
も
う

一
 
 

」
 
県
社
会
福
祉
協
議
会

一
で
は
、
福
祉
活
動
に
役
 

」
立
て
る
た
め
、
 
「あ
す
 

ー
な
ろ
国
体
」
の
記
念
盃

一
を
頒
布
す
る
こ
と
に
な

一
り
、
お
申
し
込
み
を
受

一
付
け
て
お
り
ま
す
。
 

】
 
青
森
県
の
地
図
を
背

一
景
に
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
 

ー
 ク
の
入
っ
た
デ
ザ
イ
ン
 

】
で
、
金
盃
（
2
4K
G
P
 

一
桐
ケ
ー
ス
入
、
七
五

m
)
 

一
千
五
百
円
、
金
銀
盃
セ
 

ア
…
 
・
、
ー
 
ー
弓

、g
と

ノ
ミ
 

度
た
し
か
め
て
下
さ

い
。
 

“火
災
か
ら
守
っ
て
、
 

 
伸
び
 

る
木
、
伸
び
る
国
（
 

ロ
頭

い
十
五
分ま
で
」
 

市
の
執
務
時
間
が
、
四
月
一

日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
す
。
 

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
」
 

ッ
ト

（
2
4K
G
P
（
ム
並
）(
 

霧
峰
疑

i夢
一
 

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
？
 

』
「
議
」

一
 

一
 

緯
会福

祉難

一
 

◇
月
曜
日
ー
金
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
 

四
時
四
十
五
分
ま
で
。
 

（
昼
の
休
憩
時
間
は
、
午
後
 

零
時
ー
午
後
零
時
四
十
五
分

ま
 

で
）
 

◇
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
 

零
時
十
五
分
ま
で
。
 

「」
れ
カ
ー
らも
『
社
ム
云
福
祉
の

た
め
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
航
 

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
善
意

銀
行
五
所
川
原
支
店
）
 

な
お
、
昨
年
度
、
善
銀
へ
預

託

（
一
万
円
以
上
）
さ
れ
た
方

々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

危
険
“
山
火
事

）
に
ご
注
意
 

火
入
れ
は

許
可
が

必
要
で
す
 

 

（単位円） 

 

  

	

ご芳名 	 金 額 

レ鶴谷むつ江 	 20,230 

レ匿 名 	 32,930 

レ木村孝次郎 	 100,000 

レクラブシャータ博多 

	

岡原匡宏 	 155, 131 

レ木原美喜恵 	 32,800 

レ津軽富士見ランド 	 30,000 

レ更生保護婦人会 	 30,000 

レ鶴田町社協 	 20,000 

レ五商高校 	 11,535 

レ山内清祐 	 20,000 

~ ）長橋創価学会 	 10,000 

レ平賀町アップルランド 

	

南田温泉 	 100,000 

ン坂本甚作 	 10,000 

レ小山内清謡チャリティショウ 

	

前田清勝 	 50, 000 

レ五一中48年度卒業生3年2組 105, 621 

レ普明会教団 	 40,000 

レ本町商店振興組合 	 65, 110 

ンライオンズクラブ 	 30,000 

レ川村篤代 	 100,000 

レ秋田清美 	 60,000 

レ丸友デパート東洋リビング 100,000 

レ阿部修三 	 50,000 

レ三浦 武 	 10, 000 

レドライブイン広富 	 100,000 

（敬称略） 



レ歳入合計 6,777,000円

内訳 

1．会 費 

2．市補助金 

1．会 	費 	1 ,080, 000円 

2．市補助金 	4,537,000円 

）歳出合計 6,777,000円

内訳 

1．会議費 	 150, 

2．事務費 	3,654, 

3．事業費 	2,100, 

・指導費 	179,000円 

・社会福祉費 740,000円 

・啓発指導費 1,181,000円 

4．支部事業助成金 330,000円 

5．支部配分金 
	

540,000円 

6．予備費 
	

3,000円 

3．共募より配分金 1,040,000円 

4，その他 	 120,000円 

150,000ij 

3,654,000円 

2,100,000円 

市
社
会

福
祉
協
議
会
は
、

五
 

十
二
年
度
の
総
額
六
百
七
十
七
 

万
七
千

円
の
予
算
と
新
し

い
事
 

業
計

画
を

こ
の
ほ
ど

決
め
ま
し
 

た
。
 

社
会

福
祉
を
市
民
み
ず
か

ら
 

の
手
で
築
き

あ
げ

る
べ
く
、
態
 

勢
を
強
化
す
る
た
め
、

福
祉
意
 

識
の
向
上

を
は
か
り
、
住
民
、
 

加
の
拡
大
を

骨
子
に
し

て
い
ま
 

す
。
 

、
 

事
業

計
画
の
重
点
項

目
は

①
福
祉
思
想

e
高
揚
と
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ァ
活
動
の

強
化
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ァ
、
老
人
社
会

奉
仕
団
の
育

成
、
善
意
銀
行

の
 

生
活
福
祉
地
区
の
設
定
な
ど
 

市

社
会

福

祉
協
で

事
業

計

画
 

運
営
強
化
、

第
二
＋
六

回
県
社
 

‘
会
福
祉
大
会

の
開
催
な
ど
 

②
地

域
福
祉
活
動

の
強
化

生
活
福
祉

地
区

の
設
定
（
梅

沢
）
、

低
所

得
者
対

策
の
強
化

児
童
福
祉
、

心
身
障
害

者
（
児
）
 

老
人

福
祉
対
策
、

冠
婚
葬
祭
簡

素
化
運
動

の
推
進
 

③
社

協
の
体
制

と
活
動
の
強

化
、

福
祉
大
会

の
開
催
、

在
宅

福
祉
活
動

の
促
進
な
ど
。
 

(52年度） 

市社会福祉協議会予算 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 	 昭和52年（1977年）4 月15日（398号） 

―農業者年金への加入のおすすめ― 

〈加入手続きを早く〉 
次の方々の加入期限が迫っています。 

早く農協で加入の手続きをして下さい。 

△当然加入者（加入しなければならない人） 

国民年金の加入者で、自分名義の経営農地面積が 

50アール以上の農業経営主。 

大正 9 年 4 月 2 日から昭和11年 4 月 1 日までに生 

まれた当然加入資格者の年金受給権に結びつく保険 

料納付期限。 

生 	年 	月 	日 保険料納付期限 

（注） 

「保険料納付期

限欄」 み日まで

に保険料が納付

できるように事

前に加入手続き

が必要です。 

一
 

 ,
 

大
 
昭
 
正
ー

和
 
年
 
年
 

4
 

日
。
 

2
 

日
 
大
 

昭
 
助
ー
柳
 
年
 
年
 

7
 

日
。
 

I
 
日
 
生
 
れ
 

 

9
 
1
0
 

 

昭和52年 7 月31日、 

一
 

 

大
 
昭
 
正
ー

和
 
年
 
年
 

7
 

月
 
っ
一
 
日
 
大
 

昭
 
年
 
年
 

1
 
0
 

月
 

1
 
日
 
生
 
れ
 

 

9
 
1
0
 

聖
$
0
1
0
 

 

昭和52年10月31日 

一
 

刀
口
 
 

I
 
0
 

日
。
 

2
 
日
 
日
 

禾
‘
 

1
 
1
 
1
 
1
 

れ
  

I
E
9
 
$
0
1
0
 

 

大
 
昭
 
年
 
年
 
ロ
 
年
 
月
 
日
 
生
 

昭和53年 1 月31日 

昭和11年 1 月 2 日～昭和11年 4 月 1 日生れ 昭和53年4 月30日 

△任意加入者（加入することができる人） 

国民年金の加入者で、50アール以上の農業経営主の後継者（引き続き 3 年以上

農業従事者に限る。）このほかに、30アール以上50アール未満の園芸施設経営

主と農業生産法人の常時従事者である構成員も任意加入できます。 

昭和12年 5 月 2 日から昭和13年 5 月 1 日までに生まれた任意加入資格者の生年

月日別加入申出期限 

生 	年 	月 	日 加入申出期限 

（注） 

任意加入資格者 

は、この加入申 

出期限までに加 

入手続きが必要 

です。 

昭和12年 5 月 2 日～昭和12年 6 月 1 日生れ 昭和52年 5 月31日 

ク 12年 6 月 2 日～ ク 12年 7 月 1 日 ク 52年 6 月30日 

ク 12年 7 月 2 日～ ク 12年8 月 I 日 ク 52年 7 月31日 

ク 12年8 月 2 日～ ク 12年 9 月1 日 ク 52年 8 月31日 

" 12年 9 月 2 日～ ク 12年10月 1 日 ク 52年 9 月30日 

ク 12年10月 2 日～ ク 12年11月 1 日 ク 52年10月31日 

ク 12年11月 2 日～ ク 12年12月 1 日 ク 52年11月30日 

ク 12年12月 2 日～ ク 13年 1 月1 日 ク 52年12月31日 

ク 13年 1 月 2 日～ ク 13年 2 月 1 日 ク 53年1 月31日 

ク 13年 2 月 2 日～一ク 13年 3 月 1 日 ク 53年 2 月28日 

ク 13年 3 月 2 日～ ク 13年 4 月 1 日 ク 53年 3 月31日 

ク 13年 4 月 2 日～ ク 13年 5 月1 日 ク 53年 4 月30日 

一家で経営主と後継者と二人が加入できます。 

くわしいことは、農協または農業委員会にご相談ください。 

行楽期の事故防止 無理のない運転計画を 

運転者の注意すること 

m一滴でも酒を飲んだら車を運転しない。 

(2）ながい間運転をしたら、目的地到着後は必ず十分な休息をとること。 

(3）帰路は、疲労のため注意力が散漫になっているので、スピードはひかえめにすること。 
、  

(4）運転計画は無理のないようにし平均時速は40k皿として走行時間を計算し、 2 時間ご

とに10分程度の休息をとること。 



お
し

ら
 
せ
 

腐
ら
ん
病
の
現
地
点
検
 

り
ん
ご

の
安
定
生

産
、
を
 

計量器（はかり）の定期検査を 

期 	日 時 	問 場 	所 

S 月 9 日 10時から11時30分まで 市役所昆沙門支所 

ク 13時から14時30 分まて二 飯詰支所 

5 月10日 10時から15時まで’ 市農協三好支所 

5 月11日 10時から12時まて二 市役所中川支所 

ク 13時から15時まで 松島第一農協 

5 月12日 10時から12時まて与 市農協栄支所 

、 13時から15時まて、 市役所長橋支所 

5 月13 日 10時から12時まで 七和支所 

ク 肥日寺から 15時まてる 梅沢支所 

5 月16日 9 時30分から 15時まで’ 市民文化会館前 

5 月17日 」
・
 

ク 	 ク 

5 月18 日 ク 	 ク ク 	 ク 

商店、農業経営者、その他 「はかり」 を使用している方は、年1 

回の定期検査は必らず受けなければなりません。 

県計量検定所では、6月7日、巡回による未検査に対する摘発を

実施することになっていますから、 「はかり」 の所有者は、次の日

程により検査を受けて下さい。 

‘
・
 

、
 

v
“
く
く
く
く
く
く
“
く
く
・
・
、
‘
f
、
・、
“
・く
く
く
くJ
、
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
くく
く
く
くく
）・
、
く
く
一
、

く
J
・
・
〉
 

安
全
は
 

い
つ
で
も
止
ま
れ
る
 
余
裕
か
ら
 

n
」
、
→
太
→
車ー
ー
 
ー
ー，
u
h
 

ノ
 
！
 

③
規
格
は
B
5
版
、
全
ア
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市
農
林
課
で
は
り
ん
ご
ふ
ら

ん
病
の
撲
滅
を
期
し
、
り
ん
ご

生
産
の
安
定
を
図
る
た
め
、
次

の
と
お
り
点
検
作
業
を
行
な

い

ま
す
の
で
、
り
ん
ご
栽
培
農
家

の
ご
協
力
を
お
ね
が

い
し
ま
す
。
 

△
実
施
区
域
 

市
内
の
り
ん
ご

園
全
域
 

△
実
施
時
期
 

四
月
下
旬
 

△
実
施
関
係
機
関
 
 

市
役
所
、
農
林
事
務
所
 

普
及
所
、
り
ん
ご
共
同
防
除
 

組
A
ロ
 

△
点
検
内
容
 

点
検
後
、
ふ
ら
ん
病
の
発

生
部
分
に
赤
で
標
示
し
て
お

き
ま
す
。
 

生
産
者
は
、
赤
で
標
示
さ

れ
た
部
分
を
削
り
取
り
、
消

毒
す
る
か
、
切
り
取
っ
て
焼

却
し
て
く
だ
さ
い
。
 

増
田
氏
十
万
円
寄
付
 

市
内
新
町
、
増
田
病
院
院
長
、
 

増
田
桓
一
氏
は
、
こ
の
ほ
ど
市

教
育
振
興
会
に
十
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

津
鉄
タ
ク
シ

ー
 

十
万
円
寄
付
 

市
内
大
町
、
津
鉄
タ
ク
シ

ー
 

株
式
会
社
（
佐
々
木
啓
二
社
長
 

）
は
、
こ
の
ほ
ど
市
教
育
振
興

会
に
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

編
物
服
装
学
校
で
 

八
万
余
円
 

五
所
川
原
編
物
服
装
専
門
学

校
（
磯
野
房
枝
校
長
）
は
、
こ
 

、
、
？、

『
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

の
ほ
ど
市
教
育

振
興
会
に
八
万

六
千
八
百
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
開

い
た
二
十
周
年

記
念
バ
ザ

ー
ル
 

の
益
金
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

退
職
記
念
に
寄
付
 

市
内
新
宮
、
山
川
実
さ
ん
は
、
 

こ
の
ほ
ど
退
職
を
記
念
し
市
教

育
振
興
会

に

一
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

永
い
冬
も
過
ぎ
、

い
よ
い
よ

旅
行
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
 レ
ジ
ャ
ー
や
所
用
、
家
族

旅
行
で
出
か
け
る
際
、
意
外
と

頭
を
痛
め
る
の
が

宿
の
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
、
し
か
も

一
流
ホ
テ
ル

並
、
料
金
は
格
安
で
全
国
各
地

の
主
要
都
市
や
観
光
地
に
あ
り
、
 

非
常
に
便
利
で
す
。
 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
郵
便
局
へ
。
 

ま
た
四
月
は
希
望
に

み
ち
た

季
節
 
入

学
、
就
職
を
記
念

し
て
、
今
か
ら
資
金
づ
く
り
の

計
画
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
 

・

フ
か
。
 
 

一
 

、
内
容
 

①
市
の
古
墳
時
代
 

か
ら
現
代
ま
で
 

②
本
文
一
三
〇
頁

写
真
三
三
頁
、
総
頁
 

数
約

一
七
〇
頁
 

入
学
に
は
…
学
資
づ
く
り
、
 

就
職
に
は
…
目
的
貯
金
を
。
は

じ
め
て
手
に
し
た
サ
ラ
リ
ー
の

感
激
は
長
い
人
生
で
も
二
度
と

味
う
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
は
じ
め

て
の
サ
ラ
リ
ー
か

ら
郵
便
局
の

積
立
貯
金
、
定
額
貯
金
を
お
始

め
に
な
っ
て
下
さ
い
。
 

で
も
「
急
に
お
金
が
必
要
に

な
っ
た
」
 
と
云
う
方
に

は
、
 

せ
っ
か
く
積
立
た
貯
金
を
お
ろ

さ
な
い
で
貸
付
（
ゆ
う
ゆ
う
ロ
 

ー
ン
）
を
ご
利
用
下
さ
い
。
 

貯
金
は
お
ろ
さ
ず
、

い
つ
で

も
お
金
が
使
え
る
便
利
な

制
度

で
す
。
 

ー
ト
紙
 

二
、
価
格
 

一
、
一
一
〇
〇
円
 

（送
料
別
約
二
〇
〇
円

）
 

▽
お
申
し
込
み
は
 

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

へ
 

（電
⑤
二
一
一

一
内
ニ
五
〇
 

番
）
 

ゆ
う
ゆ
う

ロ
ー
ン
の
ご
利
用

は
、
定
額
貯
金
、
積
立
貯
金
の

い
づ
れ
か
に
ご
加
入
の
方
な
ら
、
 

ど
な
た
で
も
簡
単
な
手
続
き
で

す
み
ま
す
。
 

ご
持
参
に
な
る
の
は
 

o

ハ
ン
コ
と
証
書
（
通
帳
）
 

だ
け
。
 

金
額
は
 

o

お

一
人
三
〇
万
円
ま
で
。
 

（
預
入
金
額
の
九
〇
％
ま

で
）
 

そ
し
て
貸
付
の
期
間
は
六
カ

月
間
。
 

非
常
に
簡
単
で
便
利
で
す
。
貯

金
を
し
な
が
ら
、
い
つ
で
も
使

え
る
ゆ
う
ゆ
う

ロ
ー
ン
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

寄 

付 

）ご注意 

検査当日は、通知書（ハガキ）、印鑑、検査料をご持参下さい。 

なお、つごうにより通知書の期日に検査できない方は、他の場所で

受けて下さい。 

旅行には 気軽にご利用を 

―家に 一冊 
ぜひ どうぞ 
五所川原市史年表 

“郵
便
貯
金
会

館
）
と
 

ク簡
易
保
険

保
養

セ
ン

タ
ー
）
へ
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